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慶
慮
義
塾
図
書
館
蔵

『
新
編
覆
醤
集
』

に
つ
い
て林

望

現
在
慶
臆
義
塾
図
書
館
に
所
蔵
す
る
『
新
編
覆
醤
集
』
八
冊
は
、
通
行
の
延
宝
四
年
刊
本
に
比
し
て
、
幾
つ
か
の
興
味
あ
る
特
異
性
を
有
す
る
の
で
紹
介
す

る
最
初
に
書
誌
を
掲
げ
る
。

ω寸
法
、
タ
テ
二
十
六
・
七
糎
×
ヨ
コ
十
七
・
九
糎
。

ω装
釘
、
丹
色
菊
花
紋
空
押
行
成
表
紙
（
改
装
）
。
浅
葱
色
包
角
。
美
濃
紙
袋
綴
。
第
三
冊
以
下
各
冊
表
紙
左
肩
に
原
題
祭
。
第
一
、
二
冊
は
書
題
策
（
後
補
）
。

-208-

ま
た
各
冊
表
紙
中
央
に
墨
書
目
録
外
題
貼
付
。
天
地
断
裁
あ
り
。

ω構
成
。
全
八
冊
。
内
七
冊
印
本
。
一
冊
写
本
。

第
一
冊
。
序
、
年
譜
、
凡
例
、
正
集
目
録
。

第
二
冊
。
正
集
巻
一

1
巻
四
。

第
三
冊
。
続
集
序
、
続
集
目
録
、
続
集
巻
一
及
巻
二
。

第
四
冊
。
続
集
巻
三

i
巻
七
。

第
五
冊
。
続
集
巻
八

1
巻
十
二
。

第
六
冊
。
続
集
巻
十
三

i
巻
十
六
。



第
七
冊
。
附
録
目
録
。
附
録
巻
一

1
巻
三
。

第
八
冊
。
拾
遺
（
写
本
）
。

凶
題
策
。
子
持
枠
隷
題

第
一
冊
・
第
二
冊
。
「
新
編
覆
醤
集
」
（
書
題
簸
）

第
三
冊

l
第
六
冊
。
「
新
編
覆
醤
績
集
」

第
七
冊
。
「
新
編
覆
醤
集
附
録
」

第
八
冊
。
「
新
編
覆
醤
績
集
」

同
内
題〈
正
集
〉
「
新
編
覆
醤
集
（
巻
之
一
、
｛
巻
之
四
）
」

-209-

八
績
集
V

「
新
編
覆
醤
績
集
（
巻
之
一

J
巻
之
十
六
）
」
。
〈
附
録
〉
「
新
編
覆
醤
績
集
附
録
（
巻
之
一

J
巻
之
三
）
」
〈
拾
遺
〉
「
新
編
覆
醤
拾
遺
」

※
「
拾
遺
」
に
は
目
録
は
無
い
が
、
前
三
者
に
つ
い
て
は
、
目
録
大
題
は
内
題
に
向
。

附
尾
題八
正
集
V
序
、
年
譜
、
凡
例
、
な
し
。
目
録
「
新
編
覆
醤
集
目
録
終
。
」
本
文
「
新
編
覆
醤
集
巻
之
二
l
四
）
終
」
。
〈
績
集
〉
序
な
し
。
目
録
「
新
編
覆

醤
績
集
目
録
終
」
。
本
文
「
新
編
覆
醤
績
集
巻
之
一
（
l
十
六
）
終
」
。
た
だ
し
巻
三
、
四
、
十
四
、
十
五
の
四
巻
は
巻
付
の
「
之
」
字
な
し
。
〈
附
録
V

目
録
i
な
し
。
巻
一

「
新
編
覆
醤
績
集
附
録
巻
之
一
終
」
。
巻
二
「
新
編
覆
醤
績
集
附
録
二
終
」
。
巻
三
「
新
編
覆
醤
績
集
附
録
三
之
巻
終
」
。
〈
拾
遺
V

な
し
。

間
柱
刻〈
正
集
V
序
「
新
編
覆
醤
集

総
序
（
序
・
後
序
）
（
丁
付
）
」
。
年
譜
、
凡
例
、
目
録
「
新
編
覆
醤
集

年
譜
（
凡
例
、
目
録
）
（
丁
付
）
」

※
た
だ
し
、

年
譜
第
六
第
七
、
及
び
凡
例
第
一
第
二
の
計
四
丁
は
「
新
編
覆
醤
績
集
」
に
誤
る
。
本
文
「
新
編
覆
醤
集

巻
一
（
1
四
）
（
丁
付
）
」

〈
績
集
V
序
、
目



録
「
新
編
覆
醤
績
集

序
（
目
録
）
（
丁
付
）
」
。
本
文
「
新
編
覆
醤
績
集

巻

二

1
十
六
）
（
丁
付
）
」
。
〈
附
録
〉
目
録
「
新
編
覆
醤
績
集

附
目
録
（
丁

付
）
」
。
巻
一

「
新
編
覆
醤
蹟
集

附
録
一
」
※
た
だ
し
第
五
丁
J
第
八
丁
巻
付
の
「
一
」
を
欠
く
。
巻
二
「
新
編
覆
醤
績
集

附
録
巻
二
」
。
巻
三
「
新
編

附
録
巻
三
」
※
た
だ
し
第
九
丁

i
第
十
二
丁
（
大
尾
）
は
巻
付
の
「
巻
」
字
な
し
。
〈
拾
遺
V
「
新
編
覆
醤
集

刷
版
式
。
四
周
単
辺
。
無
界
。
匡
郭
寸
法
二
十
・
三
糎
×
十
三
・
七
糎
（
第
一
冊
首
丁
オ
に
於
て
）

制
行
格
（
「
拾
遺
」
に
就
て
は
別
に
掲
げ
る
の
で
略
す
。
）

覆
醤
績
集

巻
」
（
巻
数
丁
数
な
し
）
。

総
序
、
毎
半
葉
五
行
各
行
十
字
。
序
（
昌
三
）
毎
半
葉
六
行
各
行
十
三
字
。
（
以
下
略
記
す
る
）
叙

（
三
竹
）
六
行
、
十
四
字
。
後
序
、
六
行
、
十
二
字
。
年
譜
、
九
行
、
十
八
字
。
本
文
（
合
目
録
、
凡
例
）
十
行
、
二
十
字
。

側
刊
記

な
し
。

凶
印
記各
冊
首
丁
オ
「
北
固
山
／
西
源
調
院
／
市
字
堂
」
木
瓜
形
朱
印
。
「
慶
慮
義
塾
圃
書
館
印
」
方
形
朱
印
。
第
一
冊
、
第
七
冊
、
第
八
亜
日
丁
オ
に
「
桂
春
書
室
」
方
形
朱
印
。

ハUつ臼

第
一
冊
、
第
二
冊
、
第
八
冊
の
首
丁
オ
「
幽
軒
」
（
白
文
）
「
主
人
」
（
朱
文
）
朱
連
印
。

ω識
語
等
第
一
冊
目
録
奥
に
「
明
治
七
年
甲
成
五
月
偶
入
廊
之
次
此
集
八
冊
有
書
臨
時
一
見
而
求
嵩
／
現
桂
春
瑞
月
山
史
誌
之
／
固

固
」
（
上
印
は
「
縦
門
／
慧
瑞
」

白
文
方
形
朱
印
。
下
印
は
「
月
山
」
朱
文
方
形
朱
印
。
）

ま
た
第
一
冊
表
紙
見
返
し
に

「
讃
石
丈
山
集
」

と
題
す
る
林
鷲
峰
の
七
絶
一
首
を
貼
付
け
て
あ
る
。
更
に
、

附
録
巻
一
二
（
第
七
冊
）
十
一
ウ
の
余
白
に

「
讃
石
丈
山
集
」

（
右
に
同
じ
作
）
並
び
に

「
石
丈
山
乗
v
牛
闘
」

と
題
す
る
林
鷲
峰
作
二
首
を
墨
書
し
て
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
附
録
巻
末
書
入
の
方
は

「
拾
遺
」
の
筆
者
と
同
筆
に
か
か
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

制
そ
の
他
全
巻
（
除
「
拾
遺
」
〉
に
汎
っ
て
朱
筆
を
以
て
処
々
訂
正
し
て
あ
る
。

こ
れ
を
第
一
朱
と
す
る
。

」
れ
と
は
別
の
朱
筆
で
全
体
の
可
成
な
部
分
に
つ
い
て

句
点
、
朱
引
を
施
し
て
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
と
見
ら
れ
る
朱
墨
を
以
て
、
正
集
の
一
部
眉
上
に
評
語
等
の
書
入
れ
が
あ
る
。
こ
れ
を
第
二
朱
と
す
る
。
こ



れ
ら
と
は
全
然
別
の
第
三
朱
も
ご
く
稀
に
存
す
る
が
、
こ
れ
は
漢
字
の
音
訓
等
を
示
す
に
止
ま
り
、
特
に
論
ず
る
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
一
朱
、

第
二
朱
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
述
す
る
。

本
書
々
誌
は
、
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
今
本
書
の
特
異
点
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
三
点
に
集
約
さ
れ
ょ
う
か
と
思
う
。

付

無
刊
記
で
あ
る

口

朱
筆
書
入
れ

同

『
拾
遺
』
な
る
写
本
の
存
在
。

右
の
三
点
を
以
て
、
本
書
の
他
本
に
比
し
て
の
著
し
い
特
異
性
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
。
以
下
傑
々
こ
れ
を
述
べ
る
。

付
無
刊
記
で
あ
る
こ
と
。

ワ臼

通
常
『
新
編
覆
醤
集
』
は
、
練
色
若
し
く
は
香
色
表
紙
を
原
装
と
す
る
十
四
冊
を
以
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
管
見
の
限
り
で
は
（
＊
注
①
）
す
ベ

て
同
板
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
通
行
本
は
『
附
録
』
巻
三
の
巻
尾
に
「
延
賓
四
丙
辰
歳
三
月
吉
旦
刊
行
」
と
い
う
刊
記
が
付
け
ら
れ
て
あ
る
が
、

今
本
書
に
於
て
は
、
こ
の
刊
記
が
無
く
、
そ
の
位
置
に
尾
題
が
存
す
る
。
こ
れ
は
通
行
本
に
は
無
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
が
刊
行
本
で
な
い
為
に
生

じ
た
特
異
点
で
あ
る
。
即
ち
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
本
書
は
刊
行
に
先
立
っ
て
版
元
に
於
て
校
正
の
為
に
試
印
さ
れ
た
下
刷
本
で
あ
る
。
そ
れ
を
詮
明
す
る
も

の
は
、
校
正
の
朱
筆
の
存
在
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
本
書
に
は
主
た
る
も
の
と
し
て
二
種
の
朱
が
加
え
ら
れ
で
あ
る
。
そ
の
一
は
校
正
朱
で
あ
り
、
第
二
は

『
拾
遺
』
筆
者
に
よ
る
加
筆
で
あ
る
ら
し
い
。
今
、
こ
の
二
者
に
就
て
一
々
識
然
と
区
別
す
る
の
は
仲
々
難
事
で
あ
る
が
、
比
較
的
明
白
な
も
の
に
つ
い
て
校
正

朱
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
も
の
は
全
部
で
少
く
と
も
二
三
七
ケ
所
に
上
る
。
こ
れ
ら
の
内
に
は
、
校
正
箇
所
を
朱
で
訂
し
、
尚
眉
上
に

O
印
又
は
何
ら
か
の
校
語

を
書
入
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
或
は
行
問
、
欄
脚
に

O
印
等
を
附
し
た
も
の
、
全
く
無
印
の
も
の
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
訂
正
の
う
ち
、
二
十
ケ
所

に
つ
い
て
は
直
っ
て
い
な
い
が
、
残
り
の
二
一
七
ケ
所
に
つ
い
て
は
、
通
行
の
刊
本
に
於
て
朱
筆
の
通
り
に
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
例
を
示
せ



ば
、
凡
例
第
一
丁
柱
刻
に
「
新
編
覆
醤
績
集
」
と
誤
っ
た
の
を
、
朱
で
「
績
」
に

O
を
附
し
て
眉
上
に
「
集
」
と
校
語
を
記
し
て
い
る
。
刊
本
「
新
編
覆
醤
集
」

に
直
っ
て
い
る
の
を
見
る
。
或
は
、
年
譜
第
九
丁
ウ
七
行
目
に
「
此
l

役
神
君
曙
下
」
と
あ
る
役
の
下
に

O
を
附
し
、
眉
上
に
「
神
君
S
上
へ
ア
グ
ベ
シ
」
と

指
定
し
て
あ
る
が
、
刊
本
で
は
、
神
君
以
下
埋
木
を
し
て
行
を
改
め
て
い
る
。
か
か
る
例
を
見
る
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
一
事
を
以
て
本
書
が
上
述
の
如
き
性

格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
謹
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
の
校
正
刷
の
段
階
で
は
刊
記
は
な
く
、
そ
こ
に
尾
恵
が
刻
さ
れ
て
あ
っ
た
の
を
、
刊
行
に
際

し
て
尾
題
を
削
除
し
て
、
刊
記
を
入
木
し
た
も
の
と
見
え
る
。

尚
、
本
書
は
天
地
断
裁
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
相
当
早
い
時
期
に
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
種
の
朱
の
内
、
第
一
朱
校
正
朱
の
方
は
時
に
上
部
を
欠
く
こ

と
が
あ
る
が
、
第
二
朱
の
方
は
そ
う
し
た
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
を
思
う
に
、
版
元
の
手
か
ら
校
正
済
の
試
印
本
が
第
二
朱
筆
者
の
手
に
渡
る
段
階
で
天
地
を
断

っ
て
製
本
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
、
こ
の
第
二
朱
筆
者
の
手
で
「
拾
遺
』
一
冊
が
付
加
さ
れ
て
、
そ
の
後
如
何
な
る
経
路
を
辿
っ
た
も
の
か
明
ら

落
ち
、
（
こ
の
人
物
に
就
て
は
、

か
で
な
い
が
、
と
に
か
く
龍
安
寺
塔
頭
た
る
西
源
院
の
蔵
書
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
近
代
に
入
っ
て
識
語
の
筆
者
「
現
桂
春
瑞
月
山
受
」
な
る
人
物
の
手
に

そ
の
何
人
で
あ
る
か
今
の
所
不
詳
で
あ
る
。
）
結
句
本
塾
の
書
庫
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
尚
付
言
す
れ
ば
、
現
在
の
装
釘

は
、
ご
く
最
近
に
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
（
「
幽
軒
」
「
主
人
」
の
如
く
読
み
な
さ
れ
る
連
印
の
主
に
就
て
も
今
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
）

円

A

口
書
き
入
れ
に
就
て
。

掠
、
第
二
朱
に
よ
る
眉
上
及
び
行
間
の
書
き
入
れ
に
就
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
筆
蹟
よ
り
し
て
「
拾
遺
」
筆
者
に
同
筆
と
認
む
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
就
て
は
後
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
筆
者
は
石
谷
清
成
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
第
二
朱
に
よ
る
句
点
朱
引
は
続
集
に
も
散
見
す
る
所
で
あ
る
が
、

語
、
批
貼
、
略
注
、
改
賞
、
校
具
、
な
ど
の
書
き
入
れ
は
、
正
集
の
全
四
巻
に
限
ら
れ
る
。
内
容
は
丈
山
の
詩
篇
に
対
す
る
批
評
が
主
な
も
の
で
あ
っ
て
、
評

し
か
し
評

者
と
し
て
は
、
陳
元
費
、
黄
柴
山
僧
（
法
名
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
）
林
羅
山
、
菊
軒
（
こ
れ
は
恐
ら
く
朝
鮮
学
士
権
儲
で
あ
ろ
う
。
〉
雪
堂
董
蕎
（
長
崎
罷
客

と
あ
る
の
み
で
詳
ら
か
な
こ
と
は
分
ら
な
い
。
）
と
い
っ
た
名
前
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
外
、
稀
に
典
拠
を
示
す
注
記
も
存
す
る
。
次
に
校
異
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
そ
の
対
校
に
用
い
た
異
本
が
何
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
『
新
編
覆
醤
集
』
に
先
立
っ
て
二
巻
本
『
覆
醤
集
』
と
い
う
も
の
が



あ
る
。
『
覆
醤
集
』
全
二
巻
は
、
寛
文
十
一
年
、
未
だ
丈
山
在
世
中
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
巻
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
篇
三
百
五
十
三
首
の
う
ち
、

十
二
首
は
『
新
編
覆
醤
集
』
編
纂
に
当
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
然
し
て
残
余
の
三
百
四
十
一
首
は
『
新
編
覆
醤
集
』
の
『
正
集
』
巻
一

J
巻
四
、
及
び

『
続
集
』
巻
十
六
に
収
録
さ
れ
て
あ
る
が
、
こ
の
両
刊
本
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
可
成
な
数
の
作
品
が
改
題
若
し
く
は
改
作
さ
れ
て
い
る
の
を
見
出
す
の
で
あ

る
。
こ
の
改
作
改
題
が
丈
山
自
身
の
意
に
な
る
も
の
か
否
か
は
今
俄
か
に
断
定
し
難
い
が
恐
ら
く
は
丈
山
の
意
志
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
慶
慮
義

塾
蔵
本
に
「
異
本
」
と
し
て
校
異
を
示
し
て
あ
る
の
は
、
こ
の
寛
文
十
一
年
刊
本
で
あ
ろ
う
。

的
拾
遣
に
就
て
。

こ
れ
は
他
の
印
本
と
甚
だ
性
格
を
異
に
す
る
写
本
で
あ
る
か
ら
、
今
改
め
て
独
立
に
書
誌
を
掲
げ
る
。

寸
法
・
装
釘
は
印
本
に
同
一
。
題
策
「
新
編
覆
醤
績
集
」
（
刷
題
簸
）
。
目
録
外
題
「
覆
醤
績
集
／
拾
遺
」
（
書
外
題
）
。
内
題
「
新
編
覆
醤
拾
遺
」
。

尾
題
な

町、
υ

し
。
四
周
単
辺
。
無
界
。
板
心
「
新
編
覆
醤
集
巻
」
（
匡
郭
及
び
板
心
は
本
集
に
同
じ
木
板
刷
で
あ
る
。
但
し
柱
刻
に
巻
付
及
び
丁
付
の
数
字
は
な
い
。

匡
郭
寸
法
二
十
・
六
糎
×
十
三
・
九
糎
）
。
行
格
、
叙
・
毎
半
葉
六
行
各
行
十
三
字
。
凡
例
及
本
文
・
毎
半
葉
十
行
各
行
二
十
字
。
全
紙
数
四
十
八
丁
。
内
墨

付
四
十
一
丁
。
巻
頭
遊
紙
一
丁
。
巻
尾
六
丁
は
匡
郭
板
心
の
み
存
す
る
白
紙
。
前
の
書
誌
に
記
載
の
諸
印
の
他
、
本
書
に
は
叙
文
末
署
名
に
添
え
て
「
埜
直

／
之
印
」
（
朱
文
・
方
形
朱
印
。
〉
「
子
方
／
父
」
（
白
文
・
方
形
朱
印
）
、
又
同
じ
く
凡
例
の
末
に
「
埜
直
／
之
印
」
（
白
文
・
方
形
朱
印
）
「
子
方
／
甫
」
（
白

文
・
方
形
朱
印
〉
の
各
印
が
捺
し
て
あ
る
。
筆
蹟
は
二
筆
で
あ
る
。
叙
か
ら
四
十
丁
表
七
行
目
ま
で
第
一
筆
。
以
下
回
十
丁
表
八
行
目
か
ら
四
十
一
丁
表
一

全
篇
に
汎
っ
て
訓
点
附
。
処
々
第
一
筆
に
よ
る
語
註
が
眉
上
に
存
す
る
外
、
主
に
人
名
な
ど
の
略
注
が
第
二
筆
に
よ
っ
て
施

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
散
見
す
る
。
全
篇
に
朱
墨
を
以
て
句
点
、
朱
引
、
校
語
、
批
圏
を
施
す
。
こ
れ
も
第
一
筆
と
同
一
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
（
た
だ
し
、

巻
尾
第
二
筆
の
処
は
、
朱
引
あ
る
も
別
朱
。
）

行
目
（
大
尾
〉
ま
で
第
二
筆
。

序
文
を
左
に
全
文
掲
げ
る
。



新
編
覆
醤
拾
遺
叙

抑
〈
闘
l

執
之
l

忠
一
郎
、
儒
l
休
之
文
書
、
名
1
家
之
詩
l

英
、
各
〈
川
拡
v
t
t句

雌

v
不
弘
行
一
其
い
人
一
、
於
J

一詩
l

桂
之
鈴
l

鍵
、
文
l

克
之
平
野
々
が
也
伊
l

磁
祖
l

述
之
！
勤
、
尤
疎
l

也
、
故
益
〈
揮
而
取
引
舎
之
ぺ
則
詩
講
ニ
格
l

律
「
文
匪
ニ
純
1
粋
「
而
悉
（
1
オ
）
不
v
足
v矯
v
法
、
何
可
v
不
v
揮
之
哉
、
台
l

幡
隠
l
士
徴
1
君
石
丈
l

人
者
、
震
v
人
剛
l
直
、
而
自
有
ニ
伺
l

儒
非
l
常
之
l

標
「
素
不
v
襲
－
妻
妾
「
不
v
娼
4
4

権
1
貴
「
不
v
好
ニ
華
1
麗
「
不
v
接
ニ
塵
l

嵩
「
賓

比一一潜
l

退
一
為
ニ
志
l

踊
野
氏
一
耳
l

眠
之
l
歳
「
巌
詰
宇
佐
之
了
乗
l

寺
「
杜
v
扉
謝
v
え

唯

仙
l

境
（
1
ウ
）
静
l
俄
高
l

尚
、
ァ
而
以
自
l

民
、
古
l
希
之
l

比、

謝
ニ
チ
耽
l

見
い
小
l

河
之
1
和
i
歌
了
首
一
以
い
断
、
再
れ
小
v
渡
一
鴨
川
一
再
示
一
入
ニ
雄
1
邑
一
去
、
二
斗
十
l
稔
子
窓
ヤ
時
い
人
貴
一
其
府
l

達
ザ
鳴
l

呼
是
ず
l

代
乞
真
1
隠、

丘
l

園
之
l
逸
l

老
也
、
非
下
所
l

調
輿
ニ
贋
l

隠
偽
l

隠
一
同
l

日
之
1
談
ム
也
、
丈
l

人
天
1
性
噌
ニ
（
2
オ
）
詩
賦
「
花
l

農
月
l

夕
、
感
ニ
時
l

序
一
摸
ニ
風
l

景
「
恒
所
二

基骨
l

作
「
，
丸
一
一
李
弘
之
精
1
処
而
用
一
一
李
札
之
精
l

島
間
有
下
不
い
満
ニ
其
意
－
子
不
v
許
ニ
似
た
電
1
噴

ア

句

了

字

排
1
揮
推
l

敵
弓
而
色
ニ
旬
l

鍛
月
1
錬

貼
l
鼠
塗
l

抹
一
者
、
抵
v
死
不
v
休
、
是
1
以
、
篇
l

々
什
1

々
、
意
1
周

而

語
l
諒
也
、
（
2
ウ
）
秀
l

逸
之
奇
l

旬
、
警
l

抜
之
確
l
封
、
往
1

々
得
ニ
其
妙
「
全
令
v

仰向一斧
1
磐
之
l
痕
「
後
l

来
事
作
者
誰
苧
需
が
1
人

前
1
謂
清
l

詩
要
伝
l
錬
J

刊
役
一
一
紗
1
中

吹

有

余

氏

支
l

人
一
見
v
之
、
是
I
以
、
平
1
生
肢
ニ
歩
W
李
1
庭

杜
l

圏
一
糠
ニ
筆
子
欧
l
凋
蘇
1
潮
「
而
共
不
ニ
多
l

譲
一
者
、
中
1
葉
以
｜
（
3
オ
）
来
唯
丈
1
人
而
己
、
且
l

又
塑
一
隠
l
逸
之
秀
子
扶
l

桑
一
揮
一
著
l
述
之
美
於
中
l

華「

誠
天
l

縦
た
才
1
調
、
間
l

山
肌
之
豪
l

船
也
、
共
副
往
1
年
朝
1

鮮
腰
l

使
詩
l
皐
教
1
授
樹
菊
1
軒
穂
以
丸
一
一
日
l

本
之
李
社
P

寸外
l

因
之
l

人
推
l
奨
若
v
号

誰

魚

長
年
和
、
時
l

輩
乱
札
～
JLンウ）
v
侭
ヲ
丈
l

人
γ
之
履
l

歴
、
司
〕
一
顕
引
然
ヂ
輿
l

人
之
叙
1
文
行
1
吠
年
l
譜
墓
l
碑
1
賓
何
添
－
一
蛇
l

足
ザ
余
氏
ニ
弱
l
賞

与

丈
I

ん

之
l

清
l

律
「
詩
l
聯
也
、
文
l

章
也
、
手
l

簡
也
、
筆
l

談
也
、
随
v
見
随
v
開
、
無
v
不
v
援
引
い
輯
之
「
逮
v
月
歴
v
歳
、
簡
l
編
成
v
堆
、
足
z
以
為
＝
詩
之
軌
1
範
「
丈

1
人
没
l
後
門
l

生（
4
オ
）
石
l

子
l

復
編
引
纂
残
l

藁
「
挽
－
一
覆
醤
線
集
一
頃
1

日
鳩
l

刻
既
1
成
、
定
不
l
朽
之
盛
l
事
也
、
鳴
l

呼
子
l

復
此
阜
、
可
v
謂
於
ニ
師
之
l
業「

－

1
9

サ

キ

コ

レ

ヨ

リ

セ

チ

ノ

カ

ン

テ

盤
承
ニ
廠
志
「
剤
l
側
1
氏
某
寄
二
1
部
子
余
書
室
「
欣
1
然
、
略
展
計
閲
之
「
則
廓
ユ
胸
l

襟
一
糠
ニ
鹿
l

垢
「
悉
l

是
泉
i
石
之
l

談
、
構
v
是
、
合
下
所
z
余
綴
l
輯

（4
ウ
）
以
蔵
一
一
子
家
塾
一
之
寓
l

本
h

参
出
互
校
l

訂
之
「
則
詩
簡
共
漏
ニ
於
新
l
刻
1
本
一
者
数
l

十
l
篇
、
於
v
是
、
余
惜
三
其
有
ニ
残
I
敏
「
憾
z
其
不
－
一
線
l
集「

拾
一
一
其
遺
一
採
一
一
其
除
「
乃
起
－
一
摘
1
補
之
1
筆
「
以
為
一
二
1
小
l

策
－
附
ニ
其
後
「
名
回
一
一
覆
醤
拾
遺
「
自
v
此
以
l

往
、
毎
v
有一二
l

文
了
詩
索
l

出
得
l

（5
オ
）
者
「

逐
I
次
積
1
累
以
充
ニ
拾
l

遺
之
数
「
則
宣
背
丈
l

人
之
素
l

志
而
1
己
1
哉
、
詩
l

林
之
美
l
諦
可
ニ
併
l

想
一
央
、

a凡1

時
延
賓
四
年
歳
舎
丙
辰
仲
秋
上
滑
稽
尚
堂
人



子
方
叙

圃

園

（
右
文
中
一
部
仮
名
を
改
め
た
。
例
え
ば
「

y」
↓
「
シ
テ
」
、
「
陀
」
↓
「
ト
モ
」
の
如
き
で
あ
る
。
〉
こ
れ
を
要
す
る
に
、

自
分
は
年
少
の
頃
か
ら
丈
山
に
私
淑

し
て
、
そ
の
作
物
を
何
に
よ
ら
ず
収
集
し
て
居
っ
た
処
、
今
や
一
つ
の
堆
を
成
す
程
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
に
こ
の
度
石
克
子
復
（
通
称
石
川
孫
十
郎
）
の
手
に

よ
っ
て
『
覆
醤
緯
集
』
（
『
新
編
覆
醤
集
』
の
こ
と
で
あ
る
が
、
或
は
書
名
初
案
か
。
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
自
分
の
家
塾
に
蔵
す
る
写
本
に
比
校
す
る
に

脱
漏
せ
る
も
の
が
少
く
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
を
惜
ん
で
『
拾
遺
』
を
編
む
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
尚
、
凡
例
を
見
る
と
、
「
丈
1
人
少
l
壮
之
時
、
所
v
作
之
詩
l

－

E
t

ノ

ナ

ラ

ン

ヌ

ル

ヨ

ト

ニ

シ

テ

ヲ

テ

ヌ

セ

ン

I

F

A

ト

キ

ハ

シ

シ

テ

ヲ

テ

賦
文
l
草
等
、
無
一
一
奮
稿
一
者
多
l

々
、
余
今
無
v
如
1
之
1
何
一
惜
1
哉
、
故
略
儀
ニ
数
葉
一
以
連
1

々
欲
ニ
追
l
加
－
也
、
従
l
来
幸
巻
l
尾
良
l
盈
、
則
可
L
備
一
一
績
々
集
－
以

継
申
子
復
之
編
h

思
v
此
在
v
弦
」
と
そ
の
意
気
の
壮
な
る
処
を
述
べ
て
い
る
が
不
幸
に
し
て
、
遂
に
本
篇
の
巻
尾
盈
つ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
現
在
見
る
通
り
で

あ
る
。右
の
叙
文
等
の
執
筆
者
埜
直
子
方
な
る
人
物
が
本
書
の
筆
者
（
第
一
筆
）
で
あ
っ
て
、
本
書
は
こ
の
子
方
の
自
筆
稿
本
で
あ
ろ
う
と
認
定
し
得
る
。
然
し
て

F
D
 

こ
の
埜
直
子
方
な
る
人
物
は
本
名
石
谷
清
成
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
新
編
覆
醤
績
集
』
巻
六
ノ
八
オ
に
「
酬
副
答
石
谷
清
成
所
下
寄
」
と
題
し
た
一
篇
が
あ
り
、

そ
の
題
下
に
註
し
て
日
く
ご
名
直
字
子
方
稽
－
一
松
洞
－
親
衛
校
尉
貞
清
土
l
入
l
翁
之
適
1
孫
也
」
と
あ
る
。
（
尚
、
序
文
末
に
こ
の
所
を
引
用
し
た
全
然
別
筆
の

付
筆
が
附
せ
ら
れ
て
あ
る
。
）
今
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
っ
て
、
系
譜
並
に
略
伝
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

。
巻
八
百
九
十
・
八
百
九
十
一

石
谷
（
藤
原
氏
局
憲
流
）

清

正

成

平清

i
〔
日

賢

政

（
女
子
は
省
略
）



清
成
「
三
大
夫
。
高
治
二
年
八
月
十
三
日
は
じ
め
て
厳
有
院
殿
（
家
網
）
に
ま
み
え
た
て
ま
つ
る
。
時
に
十
一
歳
。
元
雄
二
年
八
月
五
日
父
に
さ
き
だ
ち
て

死
す
。
年
四
十
一
。
妻
は
榊
原
左
衛
門
職
信
が
女
。
後
妻
は
稲
垣
信
濃
守
家
臣
稲
垣
十
左
衛
門
重
章
が
女
。
」

即
ち
江
戸
初
期
の
江
戸
町
奉
行
と
し
て
歴
史
上
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
土
入
石
谷
貞
清
の
孫
に
当
る
わ
け
で
あ
る
。

『
績
集
』
巻
六
に
、
丈
山
が
清
成
に
酬
答
し
た
一
首
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

珠
1
玉
倶
室
町
一
一
老
1
除
一
研
l

軍
可
γ
紘
少
l
千

時

後
l
来
一
鉄
丸
兼
一
克
剖
ヲ
一
試
い
え
張
華
山
周
l
士山詩

前
後
よ
り
推
し
て
、
こ
の
作
は
寛
文
四
年
の
正
月
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
時
に
丈
山
八
十
二
才
。
清
成
は
い
ま
だ
十
六
才
の
少
年
で
あ
る
。
か

か
る
作
物
の
存
在
よ
り
し
て
清
成
が
丈
山
に
私
淑
し
つ
つ
そ
の
作
品
を
蒐
輯
し
た
と
い
う
理
由
は
領
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
丈
山
は
、
清
成
の
祖
父

貞
清
や
そ
の
兄
清
正
と
旧
知
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
で
清
成
に
対
し
て
も
、
恰
か
も
孫
に
対
す
る
が
如
き
慈
味
掬
す
べ
き
一
首
を
贈
っ
た
も
の
ら
し
い
。
同
じ

わ
れ
る
。
日
く

cu 

く
『
績
集
』
巻
九
に
「
挽
石
谷
宗
淳
居
士
序
」
と
題
す
る
比
較
的
長
文
の
挽
調
を
寄
せ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
丈
山
と
こ
の
石
谷
氏
と
の
浅
か
ら
ぬ
交
情
が
窺

（
上
略
）
居
l

土
ヮ
供
ト
五
円
五
l
歳
央
、
初
配
一
一
五
同
l

白
仕
副
皿
配
，
子
伏
見
ヂ
／
東
照
官

F

一龍
1
遇
不
V
カ
靴
一
フ
賞
劇
昨
如
齢
い
払
帆

ヒ

サ

カ

．

一フ

－十
l
年
1
所
－
「
中
l
間
庖
私
竺
党
ぃ
府
－
－
移
引
民
駿
陽
「
接
ト
山
肌
都
v
鉱

相
l

去

歩
l
武
、
縞
l
昇
有
v
醸
往
i
来
無
v
時
、
平
l
生
之
憧
不
v
杵
ニ
其
l
意
「
金
l
蘭
簿

l
中
腹
l
漆
之
堅
、
時
容
ニ
誘
l
吻
－
矯
云
々

こ
れ
は
、
清
正
に
就
て
そ
の
好
誼
を
叙
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
後
の
処
で
弟
貞
清
に
も
少
な
か
ら
ぬ
紙
幅
を
割
い
て
そ
の
武
勇
功
業
を
称
賛
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
類
の
文
章
特
有
の
美
辞
麗
句
も
入
っ
て
は
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
彼
等
が
決
し
て
浅
い
交
り
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
尚

又
、
こ
の
外
に
も
、
た
と
え
ば
『
績
集
』
巻
十
四
の
「
答
ニ
埜
静
軒
一
」
（
野
間
静
軒
あ
て
書
簡
）
の
中
に
「
（
上
略
〉
石
谷
氏
来
v
洛
不
v
知
何
1

日
哉
、
宿
I

虞
何

ゾ
ヤ

地
l
哉
云
々
」
と
石
谷
氏
に
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
る
処
が
見
え
る
（
六
オ
）
。
こ
の
書
簡
は
年
月
明
ら
か
で
な
く
、
又
右
の
「
石
谷
氏
」
が
誰

無
論
、

で
あ
る
か
も
判
然
と
し
な
い
が
、
い
づ
れ
に
せ
よ
、
清
成
に
近
い
縁
の
あ
る
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。



ま
た
未
だ
少
年
の
身
で
あ
り
な
が
ら
丈
山
大
先
生
よ
り
親
し
く
詩
賦
を
贈
ら
れ
た
事
も
あ
る
清
成
が
、
先
の
叙
文
の
中
で
「
詩
l
聯

シ

ト

イ

フ

コ

ト

ヲ

ヘ

テ

也
、
文
l
章
也
、
手
l
簡
也
、
筆
l
談
也
、
随
v
見
随
v
問
、
無
v
不
v
援
叶
輯
之
「
議
v
月
歴
v
歳
、
簡
l
編
成
v
堆
云
々
」
と
述
べ
た
の
は
、
決
し
て
大
げ
さ
な
言
い
ぶ

り
と
は
思
わ
れ
な
い
。
然
し
て
清
成
は
本
集
の
刊
行
を
指
し
て
「
寒
不
l
朽
之
盛
l
事
也
」
な
ど
と
言
い
、
恰
か
も
他
人
事
の
様
に
持
て
あ
つ
か
っ
て
い
る
が
、

か
か
る
環
境
に
あ
り
、

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
に
は
信
ぜ
ら
れ
ま
い
。
按
う
に
、
清
成
自
身
必
ず
や
何
ら
か
の
形
で
こ
の
出
版
事
業
に
関
与
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
さ
な
く
ば
何
故
校
正
用

の
試
印
本
が
彼
の
手
に
落
ち
、
又
、
匡
郭
と
柱
刻
を
本
集
と
同
じ
く
す
る
料
紙
を
用
い
て
『
拾
遺
』
の
如
き
稿
本
を
編
む
こ
と
が
出
来
た
ろ
う
か
。
今
と
な
っ

て
は
、
そ
の
間
の
詳
ら
か
な
事
情
は
知
る
に
由
な
い
が
、
清
成
が
丈
山
に
と
っ
て
は
或
種
の
弟
子
の
如
き
人
物
で
あ
っ
て
、
し
か
も
腫
大
な
資
料
を
有
し
て
い

た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
編
纂
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
で
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
寧
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
こ
こ
に
「
北
固
山
／
西
源
調
院
／
市
字
堂
」
の
印
形
の
有
る
を
怪
し
ん
で
、
何
か
関
連
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
と
考
え
た
。
こ
の
北
固
山
西
源
院
は
、
竜

安
寺
の
一
塔
頭
で
あ
っ
て
現
在
ま
で
そ
の
名
号
は
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
現
在
の
西
源
院
は
も
と
買
春
院
と
称
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
往
時
の
西

も
無
い
こ
と
は
致
し
方
な
い
。
（
＊
注
②
）
結
局
、
清
成
と
本
集
の
刊
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
が
右
の
推
定
は
大
方
誤
り
な
い
で
あ

円

dn4
 

源
院
は
廃
寺
と
な
り
、
保
存
せ
る
資
料
等
も
昭
和
三
年
の
火
災
に
遭
う
て
灰
櫨
に
帰
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
方
面
に
つ
い
て
は
今
や
知
る
術

ろ
う
と
考
え
る
。

担
、
こ
の
『
拾
遺
』
に
収
め
ら
れ
で
あ
る
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
整
理
す
る
と
下
の
如
く
で
あ
る
。

川

w詩
篇

七
十
三
首

こ
の
内
に
は
「
或
云
大
拙
翁
詩
、
出
扶
桑
雑
記
」
と
註
さ
れ
て
あ
る
二
十
四
首
、

ま
た
巻
尾
別
筆
の
「
洛
東
八
景
」
、

或
は
印
本
の
方
に
見
え
て
い
る
詩

篇
の
異
伝
（
若
干
の
異
同
が
あ
る
）
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

制
書
簡

二
十
九
篇

例
林
羅
山
、
菅
玄
問
、
武
田
笈
淵
、
吉
田
素
庵
ほ
か
数
人
に
宛
て
た
書
簡
二
十
七
篇



ω『
績
集
』
に
既
に
収
載
さ
れ
た
書
簡
文
中
の
脱
漏
を
補
う
断
章
二
篇
。

村
林
讃
耕
斎
に
よ
る
丈
山
詩
篇
の
評
文
十
五
章
。

こ
れ
は
す
べ
て
『
績
集
』
巻
二
所
収
の
詩
に
就
て
讃
耕
斎
が
評
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
凡
例
で
「
讃
l

耕
林
1
子
所
v
評
之
十
五
首
、
己

載
ニ
之
本
集
「
今
又
雄
v

似主
l

R

A

間
文
l
｛
子
異
l

問
、
且
l

又
、
品
l
魚
之
l
軒
、
批
l

貼
之
輿
ニ
埜
l
静
l

軒
一
有
ニ
異
l

同一、

h
r使
ニ
乳
者
優
ー
ダ
着
下
限

也
。
」
と
断
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
詩
評
は
『
讃
耕
先
生
全
集
』
（
＊
注
⑥
）
の
平
調
耕
林
先
生
外
集
」
巻
十
九
と
し
て
既
に
梓
行
せ
ら
れ
て
居
た
も
の

で
あ
る
。

的
詩
の
断
句

種

ノ

ト

ユ

テ

レ

カ

こ
の
内
に
は
、
年
譜
中
に
も
誌
さ
れ
て
夙
に
有
名
な
「
白
l
鴎
不
v
停
ニ
野
l

水
乙
や
「
欲
下
将
二
隻
1
衣
一
曝
中
返
l
照
ヘ
釣
l

竿
還
1
是
魯
陽
文
」
な
ど
が
含
ま

れ
る
。

的
和
歌

五
首

-218ー

こ
の
内
に
は
、
長
頭
丸
の
作
一
首
、
木
下
長
嶋
子
の
作
一
首
が
含
ま
れ
る
。
余
三
首
は
丈
山
作
。

付
和
文
一
篇

こ
れ
は
「
先
生
燕
居
の
西
壁
に
凸
凹
案
十
二
景
を
倭
文
に
書
て
貼
し
て
あ
り
。
誰
か
作
を
し
ら
す
。
潜
に
騰
写
し
て
帰
り
ぬ
。
或
日
先
生
の
作
か
と
問
へ

は
去
人
か
来
訪
の
次
て
に
書
写
し
て
推
ぬ
と
て
名
は
い
は
れ
ぬ
ほ
と
に
先
生
の
作
に
も
や
と
思
ひ
書
付
ぬ
」
と
前
書
き
が
あ
り
、
な
お
後
書
に
「
と
あ
り

最
風
流
の
わ
き
な
ん
め
り
。
背
の
山
人
の
作
と
云
人
も
あ
り
。
い
つ
れ
か
是
な
る
事
を
し
ら
す
。
野
間
氏
に
と
へ
と
も
し
ら
ぬ
と
い
ひ
、
平
岩
氏
も
同
前

な
り
」
と
書
き
加
え
て
あ
る
も
の
で
、
凸
凹
案
十
二
景
を
和
語
に
や
わ
ら
げ
て
折
込
ん
だ
擬
古
的
雅
文
で
あ
る
。

ωそ
の
他

題司辛

白き
石 L

今由 旦

扇差
壁’宅
一九銘
L- L-

篇 篇



「
迂
ニ
海
1
嶋
一
辞
」
一
篇

「
詩
法
正
義
駿
」
一
篇

ル
ト
キ
ハ
一
一
セ

「
拾
遺
』
中
の
作
品
を
整
理
す
る
と
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
凡
例
で
「
拾
l
遺
編
l
纂
之
例
、
不
v

詳
ニ
其
年
l
月
「
則
不
v
能
z
今
悉
定
二
次
l
序「

－－

F

ン

テ

エ

ト

キ

ハ

セ

ン

ト

況
1

又
、
流
山
落
於
世
l
間
一
者
、
往
l

々
捜
山
索
他
l
方
一
以
欲
v
増
引
補
之
「
、
則
不
v
能
ニ
更
以
v
類
分
τ
之
、
詩
文
和
歌
共
混
引
雑
拾
l
遺
之
中
「
見
1
者
其
揮
v
之」

と
断
つ
で
あ
る
如
く
、
混
然
一
書
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
、
こ
の
う
ち
の
詩
篇
に
つ
い
て
一
言
付
言
す
る
。

丈
山
生
前
の
刊
行
に
か
か
る
寛
文
十
一
年
刊
二
巻
本
『
覆
醤
集
』
に
は
総
数
三
百
五
十
三
首
の
詩
篇
が
収
め
ら
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
内
十
二
首
は
『
新

編
覆
醤
集
』
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
不
採
用
の
十
二
首
の
性
格
を
検
す
る
に
的
権
倍
以
外
の
朝
鮮
使
節
（
金
東
潰
）
の
作

右
の
「
皆
山
亭
」
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
な
い
が
「
皆
山
亭
日
ニ

物
一
首
。
例
「
皆
山
亭
」
関
係
の
も
の
六
首
。

付
そ
の
他
五
首
と
い
う
様
に
分
類
出
来
る
。

東
新
門
跡
之
別
館
一
」
と
註
さ
れ
て
い
る
（
注
発
④
）
と
こ
ろ
を
み
る
と
東
本
願
寺
に
関
係
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
方
の
御
示
教
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
然
し

て
、
上
の
仰
を
除
く
十
一
首
が
『
拾
遺
」
七
十
三
篇
の
詩
篇
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
即
ち
次
の
諸
篇
で
あ
る
。

「
圏
中
日
占
」

「
用
ニ
石
蜜
井
梅
l
花
一
贈
ニ
相
国
山
霊
長
老
一
戯
継
一
春
初
之
韻
一
」

「
中
元
タ
入
ニ
本
願
寺
一
観
ニ
燈
l

花
乙

「
乙
亥
中
元
之
ー
タ
在
v
洛
戯
l

為」

「
訪
ニ
黙
i

l々
翁
遺
蹟
こ

「
庚
寅
九
1
月
既
l
望
奉
v
一
陪
ニ
皆
山
亭
一
賞
v
月」

「
皆
山
亭
高
僧
新
門
跡
和
i
章」

「
息
吐
駅
－
既
l
望
月
1
空
乙
前
i
韻
一
奉
v
酔
山
広
島
山
子
之
執
l
事一一」

「
観
一
皆
l

山
i
亭
争
公
味
v
雪
之
折
l

唱
一
奉
J

一和
l

呈一」

円
叶
Uつ白



「
辛
卯
奉
v
和
ニ
皆
山
寧
公
元
旦
之
嘉
1
藻
こ

「奉
v
慶
一
大
l
僧
l

正
皆
山
尊
公
之
歳
l

首
奇
l
閥一」

『
新
編
覆
醤
拾
遺
』
の
性
格
は
概
略
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
本
篇
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
既
知
の
作
物
で
あ
る
に
も
せ
よ
、
そ
の
中
に
は
既
知
の
形
と
異
同

を
有
す
る
処
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
総
じ
て
こ
れ
を
評
す
る
な
ら
ば
、
少
く
も
丈
山
と
同
じ
時
代
を
生
き
て
、
或
る
程
度
の
交
流
の
あ
っ

た
人
物
の
自
筆
稿
本
と
い
う
形
で
我
々
の
前
に
出
現
し
た
本
書
は
、
石
川
丈
山
新
資
料
と
し
て
、
そ
れ
な
り
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
信
ず
る
の
で

あ
る
。
校
正
用
下
刷
本
、
朱
筆
書
入
れ
等
の
存
在
と
合
せ
て
御
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

以
下
余
白
を
借
り
て
幾
つ
か
の
興
味
あ
る
作
品
を
掲
げ
る
。

。
東
大
梁
上
人

布
l
章
合
l
縫
綿
l
磯
子
費
、
長
一
侍
者
一
「
不
い
足

cpr嬰
一
一
徴
l
民
一
、
葬
薄
母

P
F
F
J
R荷

（
こ
れ
は
『
績
集
』
巻
十
ノ
七
オ
十
行
目
「
：
：
：
百
不
謹
一
原
亮
惟
祈
」
と
あ
る
下
に
右
二
十
八
字
を
脱
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
）

。
輿
羅
山

所
劃
以
字
決
倣
l
邑
一
献
ニ
香
l
草
了
算
「
不
v
知
為
ニ
楚
l
人
之
1
鳳
一
乎
、
為
ニ
遼
l
東
之
家
一
欺
、
唯
柳
効
ニ
野
l
人
献
芹
之
l
意
一
而
己
、
又

（
同
巻
十
の
二
オ
四
行
目
「
：
：
：
恕
幸
也
又
旦
」
と
あ
る
下
に
右
三
十
七
字
を
脱
し
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
）

nu 
ワ＆

。
同
夜
乍
晴

風
露
無
v
光
暗
結
v
愁
、
起
望
ニ
初
l
審
一
賞
ニ
中
秋
「

雲
l
間
此
l
夜
了
輸
満
、
詩
i
興
誰
l
家
有
二
貫
休

（
こ
れ
は
『
正
集
』
巻
二
ノ
一
オ
「
中
秋
無
月
」
の
詩
と
同
席
に
し
て
作
っ
た
も
の
と
注
し
て
あ
る
。
）

。
除
タ

ト

シ

テ

品

ル

ヌ

、

ュ

ト

キ

ハ

リ

フ

ノ

ノ

一

一

ノ

キ

ル

テ

再
1

々
歳
1
云
l
莫
、
数
輩
白
l
髪
l
生
、
蝋
共
ニ
千
里
一
章
、
春
自
二
五
更
一
迎
、
竃
l
裏
燃
l
灯
色
、
門
l
前
竹
l
爆
聾
、
五
日
無
ニ
詩
可
τ
祭
、
讃
v
易
到
ニ
天
l
明一

（
こ
れ
は
刊
本
い
ず
れ
も
五
絶
に
作
っ
て
い
る
も
の
の
異
伝
で
五
律
に
作
ら
れ
て
い
る
の
が
珍
し
い
。
）



。
悼
少
年

キ

ニ

空

ヌ

ノ

ヲ

デ

ニ

ム

ヲ

セ

り

ヤ

ヨ

ト

ヤ

テ

テ

只
合
一
一
一
長
成
ニ
断
1
袖
歓
「
華
容
先
v
露
使
ニ
ド
吾
嘆
「
香
l
魂
艶
l
瞬
有
v
知
否
、
泣
向
ニ
春
風
ニ
訳
未
v
乾

シ
テ

（
こ
れ
も
刊
本
に
見
な
い
作
で
あ
る
。
門
下
の
寵
童
を
喪
っ
た
時
に
詠
じ
た
も
の
と
見
え
る
。
尚
、
貞
享
三
年
刊
浮
世
草
子
『
近
代
艶
隠
者
』
巻
一
ノ
＠
に
本

篇
を
典
拠
と
す
る
と
認
め
ら
れ
る
行
文
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
い
る
。
或
は
何
か
他
の
本
に
収
載
さ
れ
て
い
る
詩
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
方
の
御
示
教
を
得
た

＊
注
①
管
見
の
及
ん
だ
も
の
次
の
通
り
。

内
閣
文
庫
蔵
甲
乙
二
本
。
国
会
図
書
館
蔵
本
。
同
顎
軒
文
庫
本
。
宮
内
庁
書
陵
部
本
。
慶
慮
義
塾
斯
道
文
庫
本
。
東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
本
。
都
立
中
央
図
書

館
加
賀
文
庫
本
。
静
嘉
堂
文
唐
本
。
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
本
。
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
本
。
京
都
大
学
図
書
館
本
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

本
。
岡
山
大
学
池
田
文
庫
本
。
山
口
県
立
図
書
館
本
。
島
原
公
民
館
松
平
文
庫
本
。
以
上
十
六
本
。
す
べ
て
同
板
と
認
む
。

発
注
②
現
西
源
院
住
職
長
谷
川
玄
信
氏
示
教

＊
注
⑥
寛
文
九
年
序
刊
。
無
刊
記
古
活
字
本
。
六
十
巻
三
十
冊
。

＊
注
④
寛
文
十
一
年
板
二
巻
本
下
巻
十
三
丁
ゥ
。

ワ白ワ臼

＊ 

割』

＊ 

本
稿
の
調
査
に
当
り
、
貴
重
な
る
御
蔵
書
の
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
れ
た
許
り
で
な
く
、
惜
し
み
な
い
御
助
力
を
賜
っ
た
右
関
係
諸
機
関
の
方
々
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
る
。
本
欄
を
借
り
て
一
言
申
し
添
え
る
。

昭
和
五
十
一
年
九
月


